



On the Family Biography of Edmund Morel
 HAYASHIDA Haruo
Abstract
　Generally speaking, the family environment is an important factor in explaining the 
development of an engineer’s ability.
　In this article I attempt to formulate the family tree of Mr. Edmund Morel, who was the 
ﬁ rst Engineer-in-Chief of the Imperial Railways of Japan.  His paternal grandfather was a wine 
merchant at Piccadilly, London, and his father and two of his paternal uncles succeeded the 
business.  On the other hand, his maternal grandfather was a well-known solicitor at Golden 
Square, London.  Two of his maternal uncles were brilliant lawyers, especially the eldest one 
was the ﬁ rst Chief Justice of the Supreme Court of Victoria and conferred a knighthood.  One 
was a publisher of popular magazines and kept company with Charles Dickens.  And one was a 
respectable surgeon.  All the uncles except publisher moved to Australia and gained the social 
eminences there.
　Morel was able to study at King’s College, London.  I contend that he was stimulated 
and assisted intellectually by his relatives, and it played critical role on his career including 
engineering practice.
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　父母の経歴を各証明書，Census，Post Oﬃ  ce Directory などを使って探っていこう。
１－１．ピカデリー
　モレルの父Thomas Annet Lewis Morelと母Emily Elizabeth A’Beckettの「結婚証明書」
によれば２，1838年９月22日，新婦の住所に近いHampstead の教会で結婚した。立会人
は新婦の父William A’Beckett とトーマスの弟Henry Morel であった。記載事項のうち，
関連する重要な箇所を再現しておこう。
　トーマスの父 Louis Morel は，Piccadilly, London のワイン商で既に死亡していた。父
の仕事を継いだトーマスの住所は，St. James, Westminster になっているが，Post Oﬃ  ce 
London Directory（POLDと略す）やCensus（国勢調査）個票資料などから，それは210 





& 211, Piccadilly を指している。エミリーの父William A’Beckett は健在で Solicitor（事
務弁護士）をしており，このとき既にHampstead に居を構えていた。
　他方トーマスが，33年９月28日にAnn Martin Lopes と結婚した旨の「結婚証明書」を，
筆者は07年夏City of Westminster Archives（CWAと略す）で入手した。立会人はL.Morel






　そしてトーマスは50年５月16日に Christiana Lodder Budd と結婚した。立会人はトー
マスの弟ヘンリーと亡妻エミリーの妹Margaret Louisa Jane Terrell だった。トーマスと
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Spinster Scarborough, in 
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Name When died 
  Age





Wife of Thomas 
Morel
Disease of the brain- caused by loss 
























　　Thomas Morel, 30, Wine Merchant
　　Emily Morel, 25
　　Emily do, １and１/２〔１歳半〕
　　Edmund do, ６ months〔６ヶ月〕
　他にトーマスの弟たちや，住み込みの男１人，女４人の計５人の使用人がいた。
１－２．ノッティングヒルとその後
　51年度 Census では，ケンジントンの20 Ladbroke Villas, Kensington に移っている。ラ
ドブローク・ヴィラのあったNotting Hill 地区は，当時拡張を続けるロンドンの北東部に
位置し，やや小高くなった地形の新興の住宅地であった。
　　Thomas Morel, 43, Annuitant, St Margaret, Westminster
　　Christiana do, 43, 　　　　 , Moorﬁ elds
　　Emily do, 11, Scholar, St James, Westminster
　　Edmund do, 10,  do, ditto













たと考えられる。モレルは57年秋に King’s College School（KCS と略す）で，翌年には
King’s College, London（KCLと略す）に学んでいるが，この馬車で通ったと思われる。
　POLD によると，「ラドブローク・ヴィラ20番地」の住人は次のようになっている。51
年版では，Joseph Simpson と記され，52～54年版が National Archives（国立公文書館，
NAと略す）図書室にはなく，55年版からThomas Morel を確認できた。60年，61年版も
トーマスだが，62年版では Robert Law に変わっている。トーマスの死後，一家が離れ離
れになったという61年 Census とも整合的である。なお，当時の POLDには１～２年の遅
れがあることも確認できる。
　モレル一家が50年代に暮らしていた「ラドブローク・ヴィラ20番地」は，その後の名
称・地番変更により，現在の52 Ladbroke Road に相当する。ところで，この50年代の住
居の探索・特定化は困難を極めた。07年夏の調査時には，当初当該地図でも現地調査で
も発見できなかった。諦めかけた頃General Index to the Old Ordnance Survey Maps of 
London（『ロンドン旧測量図索引』）を入手し，1871年，現在のラドブローク・ロードへ
改名されたことを知った３。またOld Ordnance Survey Maps（「旧測量図」）の Notting 
Hill の部でも確認できた。
　08年夏の調査で，次のように“20 Ladbroke Villas”が1861年に“52 Ladbroke Road”
に名称および地番変更があったことを確定できた。Ladbroke Villas から Ladbroke Road
への名称・地番変更は，NA図書室にあるLondon Streets Number Changes（『ロンドン
街路名称・地番変更』）でも確認できる。（通りに向かって）北側の１～８番地は，現在
の77～91番地，（通りに向かって）南側の９～22番地は，現在の40～54番地と1861年に改
称された。したがって，モレル一家が住んでいた家は，現在の“50, 51, or52 Ladbroke 
Road”に相当する。次に62年版 POLDで，モレル一家の後に居住していた Robert Law 
esq. の住所が，71年版 POLDでは“52 Ladbroke Road”となっているので，現在の「ラ








Villas”の John Campbell は，71年版 POLDでは“50 Ladbroke Road”になっている。こ
れらは，地番変更とも整合的である。
　ところで61年版 POLD で，“20 Ladbroke Villas”の住人はロウに変更されている。
 　「ピカデリー210と211番地」の直近の地下鉄駅は Piccadilly Circus，「ラドブローク・ロー
ド52番地」の駅はNottinghill Gate である。
　60年にトーマスが死亡し，61年 Census では，３人が別々で次のようになっている。
　　Christiana L. Morel, 52, Lady, London　（Eastbourne 在住）
　　Emily Morel, 21, Niece, St James　（Kingston, Surrey 在住）











Name When born Where born Father’s 
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man and Wine 
Merchant
（Girl）
11-09-1842 No.１, Eagle Place,
Piccadilly












はオーストラリアのヴィクトリア州の初代Chief Justice of the Supreme Court of Victoria
（最高裁長官）を退いた母方の伯父 Sir William A’Beckett と同居していた。
　そして66年10月18日に，Doctor of Medicine（医学博士）のGeorge James Stilwell と，
ロンドンの Paddington で結婚した。彼は外科医の父George Stilwell と母 Jane Catherine
の子供として33年４月13日に生まれた。彼は，エディンバラ大学の医学博士で，Royal 
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　アグネスは，父トーマスが亡くなった後の61年 Census では，Thomas Jacomb 家に
visitor として登録されている。71年調査では，ロンドンのHayes Norwood の小病院の入
院患者（Lunatic Patient）として療養していた。81年時点では，Dorset, Charmouth 在住
の Royal College of Science（王立科学大学）フェロウのHenry E. Norris 家に，年金暮
らしの border として身を寄せていた。91年には，ロンドンのMarylebone 在住の開業医





Name When died 
  Age





6, Brackley Road, 
Beckenham
Widow of George James 








Of Independent Means Cancer of Breast, 2 years, 
Heart Failure, 1 hour
［出典］；FRCで入手した各人の「死亡証明書」記載事項に基づき筆者が作成した。
























　トーマスは，父親名のフランス系 Louis を英語風表記して Lewis も冠されている。先述
のように彼がモレルの父親である。71年11月11日付The Japan Weekly Mail（JWMと略す）






















表７　叔父 Louis Morel の「死亡」
Name When died
  Age



































　　Morel L & Sons.
　長男のトーマス，３男のヘンリーらがルイの店を手伝い始めたことを示している。
　38年版から61年版までは，基本的に次のように記されている。










　　 Morel Henry and Edmund Stephen, wine merchants & italian warehousemen, 210 & 
211 Piccadilly.
　63年版では，さらに表記法が変更されている。




　　Thomas Morel, 30, Wine Merchant
　　Henry do, 25, Italian Warehouseman
　　Louis do, 30, Portrait Painter







　51年分では，210 & 211 Piccadilly の住所が明記され，次のようになっている。
　　Edmund do, 30, Clerk of Thomas & Henry Morel
　　Mary Anna do, 34, Wife
　　Henry Morel, 36, Wine Merchant & Italian Warehouseman
　トーマス一家はノッティングヒルに住居を移したので，別に記載されている。さら
に，男性住込み使用人が１人，女性４人いたが詳細は省いた。事務担当の末弟 Edmund 




　　Edmund S. Morel, 40, Wine Merchant & Italian Warehouseman
　　Mary Ann 〃 , 43
　　Henry 〃 , 47， 〃
　　Ellen W 〃 , ８
　　Mary Ann 〃 , ６







ロンドンの南東部 Lee に住んでいる。他に中年の女性Visitor が２人いる。
　　Edmund S. Morel, 50, Warehouseman
　　Mary A do, 55
　64年から79年までの POLDでは，次のように記されている。







　　 Morel Brothers, Cobbett & Son Limited, wine merchants, 210 & 211 Piccadilly; １ & 
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  Age





The Grange, Heavenstock 
Hills, Hampstead
Gentleman Decay of Nature
［出典］；FRCで入手した「死亡証明書」記載事項に基づき筆者が作成した。
５－２．仕事と住所




　LL によれば，1808年から1822年までは，20, Broad Street, Golden Square で仕事をし
ていた。その間11年～15年には，George Daniel Weale と共同だった。以降は７, Golden 
Square を本拠地とした。それは公園を囲む東側の一角にある。「ゴールデン・スクエア」
８）彼の長男の伝記であるBenett, Sir William A’Beckett，の p.２，p.３に拠る。





彼は，Walsham and Dilham Canal Company，Trustees for Paving Kensington，Neapolitan 
Embassy などの仕事を行っていた。38年版 LLには，次のような記述がある。
　　 A’Beckett, Wm. Solicitor to the Neapolitan embassy, and principal clerk to North 
Walsham and Dilham canal company, ７, golden-square
彼は，Incorporated Law Society of the United Kingdom, by Charters of William IV and 
Victoria（「英国法律協会」）およびLaw Association for the Beneﬁ t of Widows and Families 
of Professional Men in the Metropolis and its Vicinity（「専門家の寡婦や家族への給付のた
めの首都圏法律協会」）の会員であった。





　ところで，38年の Thomas Morel と Emily A’Beckett の「結婚証明書」では，彼女の
住所がハムステッドになっている。








　51年 Census では，住所が40, Haverstock Hills, The Grange, St. John, Hampstead となっ
ている。48年頃引退したこととも整合的である。
　　William aBeckett, 73, Retired Solicitor
　　Jane do, 73













































な意味合いを持っていると考えられる。そこで，本節ではOxford Dictionary of National 
Biograph），Australian Dictionary of Biography，および Benett, Sir William A’Beckett
を中心に，伯父や叔母および従兄弟達について述べていこう。また LL で補充した。と




Street で1806年７月28日に生まれた。16年からWestminster School で学んだ後，22年11
月15日に高等法院の一つ Lincoln’s Inn に入り，29年６月30日法律家となった。文筆の才
能にも恵まれいくつか執筆したが，それだけで生計を立てることは困難と判断し，法曹界
に専念することにした。
　32年10月１日，Edward Hayley の娘；従姉のEmily と St. Pancras Church で結婚した。
　36年末に妻，３人の息子，義父母や義妹たちと一緒に英国をたって，37年５月 Sydney
に到着した。J.H. Plunkett の提案で６月１日オーストラリア植民地の裁判所に勤務する
こととなった。41年３月にはActing Solicitor-General（給料は年800ポンド），New South 
Wales 州の最高裁判所では次席であったが，43年３月までは植民地省に承認されてはい
















　ところで，61年英国の Census によれば，ウィリアム卿は Surbiton, Surrey に，妻マティ
ルダ，息子Reginald Broadhurst A’Beckett，姪 Emily Morel（モレルの姉）と同居している。
エミリーは60年11月24日に父トーマスを亡くしていた。他に住込みの召使いとして，61歳




　その後，同じサリー州のUpper Norwood, Surrey に移り，当地で69年６月27日亡くなっ
た。62歳だった。









　　なお本稿では“Chief Justice of the Supreme Court”を「最高裁長官」と訳しておく。















ロンドンに赴き，87年には高等法院の Inner Temple に入った。92年メルボルンに帰り，
1901年12月１日，St. Kilda の病院で亡くなった。
６－２．トーマス・ターナー














16） 57～82年のWACの日記，1857～1905年の妻エマの日記がNational Library of Australia で
公開されているという。








　彼は Eliza Stuckey と結婚し，３男４女の子どもがあった。エリザが亡くなった後，そ









　トーマス卿の長男 Thomas Archibald A’Beckett は，有名な女性教育者 Ada Mary 
Lambert と1903年に結婚した。
６－３．ギルバート・アボット

















公演されたThe King Incog，53年 Adelphi 劇場公演の Sardanapalus, or, the ‘Fast’King 
of Assyria など。他にもディケンズのクリスマスものの脚色を手がけ，彼とも親しかった。
　仲間達と共同してパロディーものも書いた。その中に44年のThe Comic Blackstone，
47年のThe Comic History of England，51年のThe Comic History of Rome などが挙げ
られる。
　ギルバート・アボットは，同時に法律の分野でも活躍した。28年４月25日に高等法院の
一つ Gray’s Inn に入った。41年１月27日に法廷弁護士に任じられ，優秀で高潔な人とい
う評判を得た。Poor Law Commission（「救貧法委員会」）にも加わり，Andover 作業所
問題の報告書も執筆した。49年にはMetropolitan Police Magistrate（首都圏警察行政長官）
に就任し，初はGreenwich その後 Southwark が任地であった。41年以来 Reform Club の
会員であり，42年には Garrick Club にも入った。
　35年１月21日，Joseph Glossop の娘Mary Ann（1817-63）と結婚した。脚本家で風刺
作家の長男Gilbert Arthur A’Beckett（1837-1891），ユーモア作家でジャーナリストの３
男Arthur William（1844-1909）を含む４人の息子と２人の娘があった。
　ところで，ギルバート・アーサーは Bath の治安判事William Hunt の長女 Emily と63
年結婚し，１男１女があった。その娘Minnaは96年にSir Hugh Charles Cliﬀ ordと結婚した。






　Arthur Martin A’Beckett は，父ウィリアムと母サラーの４男として1812年ロンドン
で生まれた。34年 London University の医学生となり，いくつか賞も獲得した。35年に
Apothecaries’Company（「薬剤師組合」）の資格を取得し，38年３月に Royal College of 
Surgeons の会員試験に合格し，55年12月には同大のFellow となった。















　Margaret Louise Jane A’Beckett は21年頃生まれた。ヴィクトリア女王に仕え，女王
の子ども達の小さな肖像画も描いた。これはWight 島の Osborne House の廊下に飾られ
ているという。
　43年４～７月に法律家のThomas Hull Terrell と，St. James, Westminster で結婚した。
４人の子どもがあった。
　テレルは，John Terrell と Elizabeth の子どもで，1809年１月23日に生まれ，95年フラ
ンスで亡くなった。前述のトーマス卿は，英国遊学中テレルから法律を学んだという。な
















①  Thomas Annet Lewis Morel は，Louis と Mary の子供として08年頃Westminster で
生まれた。
② トーマスは父の仕事を継ぎ，弟のHenry や Edmund Stephen と Piccadilly でワイン商
などを営んでいた。
③ 33年９月28日にAnn Martin Lopes と結婚した。子供はなく，アンは37年６月までに死
亡したと思われる。
④ トーマスは38年９月22日にEmily Elizabeth A’Beckettと再婚した。Emily（39年生まれ，
母親と同名），Edmund，Agnes（42年生まれ）の３人の子供ができた。
⑤妻エミリーは46年８月１日31歳のとき，ピカデリーの自宅で事故死した。
⑥ トーマスは50年５月16日，Christiana Lodder Budd と再婚し，直後にNotting Hill に転
居した。
⑦トーマスは60年11月24日，長患いの後肝臓病のため52歳で死亡した。
⑧ クリスティアーナは，トーマスの死後 Eastbourne で寡婦暮らしをし，77年６月６日69
歳で没した。彼女に子供はできなかったと思われる。
　B．姉妹
①姉Emily が，39年10月５日 Piccadilly で生まれた。
②エミリーは父の死後，母方の伯父 Sir William A’Beckett と同居していた。













① Louis は Mary（旧姓；Boden）と1804年11月25日に結婚した。
②Mary とは14年以降に死別し（Henry はMary の子供），その後 Jane と再婚した。
　 （Charles と Edmund の「出生証明書」が手元になく，現段階では彼らの母親を特定で
きない。）
③ Louis は，37年初め頃死亡したと考えられる。
　彼の「遺言書」，POLD，およびThomas と Emily の「結婚証明書」欄から。
④年齢順にThomas，Louis（同名），Henry，Charles，Edmund と５人の息子がいた。
　Louis は12年頃，Henry は14年10月30日，Edmund は21年頃の生まれである。
　Henry までは少なくとも Louis と Mary の間の子供である。
⑤ Louis は肖像画の絵描きになり，42年５月13日29歳の若さで亡くなった。
　Henry は，結婚せず65年に死亡した。
　Charles Baptiste は，41年 Census でモレル家の項に登場せず，詳細は不明である。
　Edmund Stephen は，50年にMary Ann Woolley と結婚し，76年に死亡した。
⑥ Louis の後妻 Jane は，39年に亡くなった。
⑦名前から Louis はフランス系と考えられる。
　D．モレル家の商売
① Louis は11年以降14年までに，34 Brewer Street, Golden-Square で油商を始めた。
②その後19～22年に，目抜き通りの210 Piccadilly に移転した。
③30年頃，210 & 211, Piccadilly に拡張し，ワインも扱い始めた。
④ Louis の息子Thomas，Henry，Edmund が父の仕事を助けていた。
⑤37年頃 Louis がなくなり，３人が商売を継いだ。Edmund は経理事務を担当していた。
　イタリア製品の卸とワイン商。





⑪ 「モレル」の店はその後も存続し，1910年までは Piccadilly にもあったが，15年には
Pall Mall へと完全に移った。




①William は，父Thomas 母Martha の間に，1777年Worcester 州で生まれた。





　 48年にはWilliam の名前が消え，49年と50年には次男のThomas Turner が共同弁護士
として併記されている。51年からはA’Beckett の名前がなくなる。
⑥遅くとも38年までにHampstead に居を構え，以降亡くなるまで住んでいた。
⑦William は55年77歳で，後妻の Jane も59年に（81歳位で）亡くなった。




① 伯父 Sir William は，57年に Victoria 州最高裁長官を辞し，61年には帰英して Surrey
州に住んでいた。その頃，父Thomas を亡くした姉Emily Morel と同居していた。
　 従兄 William Arthur Callender（Sir William の長男）は，53～54年 King’s College, 
London で学んだ後，オーストラリアに帰った。
② 伯父 Thomas Turner は，50年にオーストラリアに移住し，60年頃は法改革に取り組ん
でいた。
　 従兄 Sir Thomas は，57～59年 Lincoln’s Inn で学び，法廷弁護士となったが，60年６
月にメルボルンに帰った。






①　系図；父方祖父母 Louis Morel 一家
②　母方祖父母William A’Beckett 一家




















































































































⑥  Thomas Morel と Emily A’Beckett の「結
婚証明書」
⑨ Thomas と Christiana の「死亡証明書」
⑦ Emily の「死亡証明書」









Piccadilly にある洋服屋Baron of Piccadilly
【写真】
② 生地；Eagle Place の Piccadilly 側角地，そ
の路地
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